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平成２５年度　実施計画・事務事業評価（事後評価）シート
実施計画
１　基本事項

部等名 教育部 課等名 生涯学習課 記入者名 甲斐　美利 内線 804

事務事業名 青少年交流事業 事業期間 平成 年度 平成 年度

総合計画上の
位置付け

基本方針 歴史と文化の薫りが暮らしを彩る教育と住民自治のまちづくり
施　　策 地域間交流・国際交流の推進

細 施 策 国際交流

根拠法令・条例、関連計画等
　予算細々目名 会計 款 項 目 細目
青少年交流事業費 01 02 01 06 002

２　事務事業の目的（何のためにするのですか）

順天市と青少年の相互交流を図ることにより、国際的視野を養うとともに、異なった文化を経験することによっ
て、郷土の文化、歴史、社会を正しく理解し、地域のリーダーとなるべく人材を育成する。
また、相互交流等をすることにより、出水市と順天市の市勢発展を目指すものである。

３　事務事業の概要

H24年度の事業概要
H25年度の

事業概要・計画
H26年度の事業計画 H27年度の事業計画

・11/16～19に順天市のワン
ウン中学校の中学生17人・
引率（教師）4人が本市を訪
問。
・本市の中学生との交流、
ホームステイ等を実施。

・8/6～9に本市の中・高校
生17人を順天市に派遣。
・国際庭園博覧会、中学生
同士の交流、ホームステイ
等を実施予定。

・順天市の中学生が本市を
訪問予定。

・順天市へ本市の中学生を
派遣予定。

４　事務事業の対象・手段・意図
　対象（誰・何に対して行う事業ですか） 手段（対象に対してどのような活動を行うのですか）

本市の中学生、高校生
・姉妹都市盟約を締結した大韓民国順天市との青少年の交流事業にお
ける交通費及び交流に係る経費を順天市と相互に負担している。

　意図（活動により対象をどのような状態にしたいのですか）

国際的視野に立った地域のリーダーとなるべく人材を育成する。



354

※　活動指標・・・事業内容を示す数値（ボランティア講座開催回数、道路整備延長距離など）
※　成果指標・・・施策・事務事業の目的達成度を示す数値（ボランティア実施者数、渋滞緩和率など）

□ 拡大 ■ 現行のまま継続
□ 改善して継続
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 現行のまま継続
□ 改善して継続
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 現行のまま継続
□ 改善して継続
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

事務事業評価（事後評価）
１　指標の推移

区分 指 標 名 単位
24年度 25年度 26年度 27年度 最終目標
実績 目標 目標 目標 年度 目標値

活
動
指
標

① 交流事業回数 回 1 1 1 1

②

成
果
指
標

① 交流事業参加者数（受入） 人 21 0 20人程度 0

② 交流事業参加者数（派遣） 人 0 21 0 20人程度

２　評　　　価

有
効
性

　成果指標又は実施計画の意図を向上させる余地はないですか

□ な　い 理由

交流人口数の増加及び派遣期間数を増やす。
■ あ　る

　廃止・休止した場合の影響はありますか

■ あ　る 理由

青少年のグローバルな視野を養う機会が減少する。また、順天市とは姉妹都市盟約を締結してお
り、本市だけでは廃止・休止はできない。□ な　い

効
率
性

　成果指標を下げずにコスト削減の余地はないですか
（成果指標がない場合は、単純にコスト削減について記入してください）

■ な　い 理由
順天市への青少年の派遣が第１回目であり、３泊の内ホームステイを１回設定しているが、順天市の受入れ状
況及び本市の中高校生の対応力等を観察し、ホームステイをの回数を増やすことができれば、コスト削減はで
きる。□ あ　る

　類似事業の有無と統合の可能性はないですか（市以外の取組含む）

■ な　い 理由

類似事業なし
□ あ　る

　市と受益者との負担割合は妥当ですか（受益者負担がある場合に記入してください）

■ は　い 理由
姉妹都市順天市との青少年国際交流事業で派遣に係る交通費については、公費負担をしている。た
だし、パスポート代等に係る個人経費については、自己負担としており妥当と考えている。なお、
政策審議会に諮り負担割合については決めている。

□ いいえ

そ
の
他

　他の市町村では実施している事業ですか（県内の他市の状況等を具体的に記入してください）

韓国・・・鹿屋市、長島町、霧島市
中国・・・南大隅町、南さつま市、指宿市、霧島市
姉妹都市及び友好都市として派遣や受け入れを行っている。

３　今後の方向性、改善案等（一次評価）
　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

二次評価と同様に現行のまま継続とする。

順天市との交流事業は昨年度から実施しているため、現状での判断は難
しいが、今後、派遣・受入のプロセス等についても随時検証しながら継
続していく。

４　今後の方向性、改善案等（二次評価）
　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

一次評価と同様に現行のまま継続とする。

５　今後の方向性、改善案等（最終評価）


